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１．研究計画の概要 
 
 本研究では、消費者の自己表現の一手段と
してブランドが役立つという、ブランドの自
己表現的機能を追求していく。 
 基本的に、一度の自己表現で自分にとって
望ましい自己を 100％表現することは不可能
であり、しかしながら実際に表現した自己と
理想の自己とのギャップがあるからこそ更
なる自己表現につながる、という自身の仮説
を理論的、実証的に検証することが目的であ
る。 
 これまでの自身の研究で、自己表現には他
者に対する自己表現である「自己呈示」とい
う面と、自分自身に対する内部志向的で自己
完結型の「内的自己表現」という 2 側面があ
るという着想に至った。上述の仮説は、この
自己表現の 2側面を前提として成り立つもの
である。他方、ブランドで自己表現を行うの
は消費者だけではなく、提供する側（企業）
も自社の提供物であるブランドにより自己
表現を行っていると考えられる。これら全て
を含めてこそブランドの自己表現的機能で
あるといえる。理論的、実証的に、前述した
ブランドの自己表現的機能、消費者の自己と
ブランドが共に進化していくプロセスを探
求することが本研究の目指すところである。 
 
２．研究の進捗状況 
 

大きく分けて、(1)先行研究のレビュー、(2)
データ収集、(3)事例研究、(4)分析、(5)研究
全体のまとめ（総括としての論文執筆）が本
研究を遂行する上で必要な主たる内容であ
る。 

(1)先行研究のレビュー：主に、マーケティ
ング、消費者行動、社会心理学、心理学、経
済学といった領域における自己表現研究、自
己研究を対象として実施。 

(2)データ収集：消費者と商品・ブランドと
の関わり方や心情に関する日記式調査デー
タを収集。 

(3)事例研究：消費者による自己表現行為の
対象となり得る商品・ブランドおよび当該商
品・ブランドの提供企業のマネジメント、企
業によるブランドを通した自己表現的行為
についての事例研究を実施。 
 (4)分析：(2)で収集した定性データを主にテ
キスト・マイニングにより分析を実施。その
他、定量調査も実施。 
 (5)研究全体のまとめ（総括としての論文執
筆）：一連の研究プロセスを通した成果をま
とめる。 

現段階では、(3)事例研究と(4)分析が重点的
に取り組むべき課題であり、加えて先行研究
レビューの追加も必要となる。それを経て本
研究を総括する論文を執筆することになる。 

また、現在までの研究成果をまとめ総括に
控えるための論文を作成中である。 
 
３．現在までの達成度 
 
 ＜区分＞ ④ 
 （理由）体調不良による。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
 本研究課題に付された残りの研究期間を
鑑み、本研究課題を遂行する上で必要な内容
を適切かつ計画性をもって迅速に完結させ
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る。そのためにも中間報告的な論文の作成を
急ぐ。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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